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免責事項 

 

このガイドラインは最良の情報を用いて記載されていますが、使用者の責任において活用す

るガイドラインです。また、ここに記載された情報またはアドバイスの正確性や漏れに対し、情

報やデータの提供、このガイダンスの編集、発行、翻訳、供給または販売に関与した個人、

企業または組織は、一切の責任を負いません。また、ガイドラインの記載内容の不備に起因

して直接的または間接的に生じた事象に対しても、一切の責任を負いません。 
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はじめに 

新型コロナウイルス感染症の影響を受けながら 1 年以上が経過しました。残念ながら私た

ちは完全な感染抑制を勝ち取ることが出来ずにおり、引き続き感染拡大防止と社会・経済活

動のバランスを取りながら生活をしてゆくことが求められます。そのような中で、ボート競技の

大会開催に関しても、周囲の感染状況や自治体の警戒レベル、大会の規模を参考にしなが

ら、大会開催の可否、開催時の感染対策を検討してゆくことになります。 

本ガイドラインは現段階の政府の方針や WHO の指針、国際ボート連盟のガイドラインを踏

まえ、国内におけるボート競技大会（レガッタ）を開催するに当たっての道筋や基準を整理し、

感染拡大予防のための留意点を整理したものです。 

大会の開催においては開催地域の感染状況に応じて行政や医療機関との協議をした上で、

開催の可否を慎重に判断しなければなりません。感染リスクへの対応が整わない場合は中

止又は延期、開催のレベル（一部制限等）の判断が必要になります。 

感染者が出た場合は社会的責任が問われます。完全な感染対策は不可能ですが、リスク

への対応策として以下の項目について慎重な検討と準備が必要になります。 万が一、感染

者が発生してしまった場合でも、十分な検討と対策が行われていたことが説明できる必要が

あります。 
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I. 開催決定までの準備 

１. 開催可否の判断基準     

① 政府及び自治体の見解  

   大会を開催する場合には、政府や開催地の自治体の方針に従うことが大前提であ

り、事前に各自治体と主催者側とで十分に調整することが必要です。 

緊急事態宣言が発出されている状況では、ボート競技大会の開催・中止・延期は諸

条件と併せて総合的に判断するべきです。緊急事態措置の対象とならない自治体にお

いても相対的にリスクの高い自治体との間の人の移動は、感染拡大防止の観点からで

きるだけ避けなければなりません。選手やスタッフなどの参加者がどこの県や地方から

来ているのかは重要なポイントとなります。適宜規則による来場制限や、大会運営に支

障がでない対策を講じる必要があります。 

開催や実施の判断に迷った際は、開催地や施設が所在する自治体のスポーツ主管

課や衛生部局等へ相談することをお勧めします。 

なお、主なボート競技大会の参加人数はエントリーベースの選手数では以下のように

なります。これに加えて観客、関係者の人数も考慮する必要があります。 

全日本社会人選手権   ２４０名～ 

全日本大学選手権       １０００名～ 

オックスオード盾レガッタ     ４００名～ 

全日本選手権      ８２０名～ 

全日本新人選手権        ７５０名～ 

１００名規模となると地方大会でも小規模の大会になると思われます。 

 

② 大会開催地自治体の状況  

   大会を開催する自治体の感染状況は大会開催に大きな影響を与えます。大会開催

自治体の新規感染者の発生状況、感染者の中の感染経路不明者の割合、クラスター

感染の発生の有無、感染者発生の地域分布は地域での市中感染の有無を判断するう

えで重要な要素です。 

地域の COVID-19 感染者専門医療施設のベッドの空き状況に余裕があることや、

PCR 検査などの臨床検査体制が確立していることなども重要な要件となります。大会の

医療体制を検討し適切に対処できる医療・救護チームが必要に応じ地域の医療機関と

連携をとれる体制を構築する必要があります。 

大会の開催決定後に地域の感染状況が悪化した場合は感染動向を注視するととも

に状況に応じて大会開催の可否を再度検討する必要があります。 

また開催地域の住民感情にも配慮が必要であり、地域の社会的状況も考慮に入れる

べきでしょう。大会開催においては地域住民の理解を得る努力をすることも重要です。 
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③ 選手の状況及び動向  

 大会開催にあたっては大会に参加する選手の所属団体の方針にも影響を受けます。

各所属団体の多くがその活動を中止、制限している状況では選手は大会への十分な準

備ができません。大会の公平性を確保するためにも参加クルーの所属団体の活動制限

ができるだけ解除されていることが大会開催の前提条件となります。 

 また、選手の故障防止の観点から活動再開から大会開催までには一定の準備期間を

とることが必要です。   

 

④ 他のスポーツの動向  

 大会開催においては社会的な影響も考慮する必要があります。地域における他のス

ポーツ大会の開催動向や地域のイベントの開催状況も大会開催の判断材料となりま

す。 

ボート競技は非接触型の屋外スポーツであり選手間の感染リスクはさほど高いもの

ではありません。ボートと大会規模や感染リスクが同程度と思われる他のスポーツ競技

の動向を勘案して大会の開催の可否を決定する方が良いでしょう。 

 

２. 大会実施の制限の検討 

A：開催大会の規模の制限 

ボート大会の規模は概ね次の４つに分類されます。 

① 単一団体の部内レース、もしくは小規模な対校戦  参加者 50 名以下 

② 標準的な対校戦、小規模の地方レガッタ   参加者 50～200 名 

③ 大規模な対校戦・地方大会、参加者限定の全国大会  参加者 200～1000 名 

④ 大規模な全国大会           参加者 1000 名以上 

 

大会開催地においては地域の感染状況に応じてその水域での開催可能な大会規模

の上限を決定すべきでしょう。また、大会開催に当たっては同一会場において小規模大

会から順に開催実績を積み上げたうえで大規模大会を開催することが望ましいでしょ

う。 

マスターズ、パラアスリートの大会開催は慎重に考えた方が良いでしょう。またインド

アローイング大会は開催リスクが高いことを十分配慮する必要があります。 

 

B：大会開催実施内容の制限 

大会開催の実施形態を制限し感染リスクを軽減することは感染対策には有効です。

以下のような開催形態を検討する必要があります。    

①通常開催            
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＊通常に開催できる（戻せる）判断基準を明確にする。大原則として政府や自治体の

方針に従う。     

②縮小開催   

  ＊参加クルー数の制限（特に感染地域からの参加者の制限など）。 

＊開催種目の削減、レース距離の短縮、日程の短縮。        

＊代表者会議のオンライン化または中止、開会式、表彰式の縮小・中止 

＊レセプションパーティー等の縮小、中止 

＊企業ブース、屋台営業の縮小、禁止 

＊観客の入場制限やゾーニングを実施する（3 つの密を回避）。             

＊伴走の禁止、ゴール付近の観客集中などの対策を行う（移動・観客同士の距離）。   

＊メディアの取材制限、観客スクリーン設置の中止、レース結果発表の分散化、オン

ライン化により密を回避する。 

＊観客、参加者のうち高齢者、※基礎疾患のある方、妊婦、小児への対策を行う。       

③無観客および非公開開催            

＊観覧席を閉鎖、観客の入場を禁止し関係者の削減をする。            

＊選手関係者の施設入場制限、メディアの取材制限。不要不急な大会関係者の施設

入場制限。県境を越えて全国から集まる関係者の必要性を再度検討する。             

＊重症化しやすい高齢者、※基礎疾患のある方、リスクのある妊婦・小児の関与を制

限する。  ※糖尿病、心不全、呼吸器疾患、高血圧、透析を受けている者免疫抑制

剤や抗がん剤等を用いている方など                        

＊駐車場、ボートハウス等施設の使用制限を検討する。         

④延期・開催地変更・中止。   

 

II. 開催日程決定後の大会準備・計画立案 

1. 一般的な予防方法と一人ひとりの基本的感染対策 

感染と伝播を避けるための基本的なルールは次のとおりです。 

・ 定期的に水と石鹸で少なくとも 30 秒間、石鹸で手を洗ってください。 

・ 手で目、鼻、口に触れないようにしてください。 

・ 咳と呼吸については衛生管理の徹底を実践してください。 

・ 物理的な距離を保ってください。 

・ COVID-19 の症状がある場合は自主隔離してください。 

 

新型コロナウイルスの出現に伴い、飛沫感染や接触感染、さらには近距離での会話へ

の対策 をこれまで以上に取り入れた生活様式を 実践していく必要があります。厚生労働

省が提示した「新しい生活様式」を参照してください。 
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2. 大会開催リスクの評価と予防措置 

大会開催に伴うリスクは開催する大会の条件と大会組織の準備状況により評価されま

す。 
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ボート競技はいわゆるコンタクトスポーツではなく、リスクの少ないスポーツです。FISA や

日本ボート協会が作成したトレーニングのためのガイドラインを参照して状況に応じたリス

ク評価を行う必要があります。大会主催者が保健機関などの地域における利害関係者と

協力してリスク評価を実行することを強く推奨します。一方で、ボート競技の大会に適用さ

れるガイドラインに特化した予防措置を地域の保健、行政機関に提示することが重要で

す。 

 

3. 参加者の健康スクリーニング（選手、コーチ、役員 大会関係者） 

（１） チームの医療スタッフ（もしくはチームサポートおよび代表者）はボート大会の前14日間、

毎日定期的にアスリートとサポートスタッフの健康状態をチェックしてください。これには

毎日の検温と COVID-19 関連の症状の観察も含まれます。 

（２） 大会主催者による大会スタッフやボランティアの大会前の健康チェックも感染リスクの

高い人を除外するためには重要です。 

（３） 参加する選手に事前に診断書や健康診断書を求めるかどうかは関係団体の判断にま

かせます。 

（４） 全ての選手、コーチ、役員、大会スタッフと大会に参加する関連者は会場到着時に大会

前の健康質問票を記載し、持参してください。テンプレートの質問票は付属資料１ありま

す。 

（５） 大会主催者は会場入りするすべての人の体温を毎日測定してください。体温が 37.5 度

以上の人がいた場合にはマスクを提供し、早急に大会運営本部医務室に報告してくだ

さい。発熱した選手やスタッフは経皮近赤外線モニターによる酸素飽和度を測定してく

ださい。参加者登録エリアにおいて体温 37.5 度以上で酸素飽和度 95％以下の人は

COVID-19 の可能性ありと評価すべきです。このような手続きを実施する際には地域の

保健機関の同意が必要です。 

（６） 大会医師と医療チームは地域の保健機関と連携してこのような手続きについて責任を

持つことになります。 

（７） この健康調査の目的は来場した大会参加者の中で検査が必要な方や保健所等に相談

をした方が良い方を見つけることです。 

（８） 毎日の選手やチームスタッフの健康調査はチームドクターかチームの医療スタッフが実

施してください。付属資料 2.の体調チェック表を参考にしてください。 

（９） 他の大会関係者は会場の入口で組織委員会が実施する検温を受ける必要があります。

健康スクリーニング後にその日毎の ID カード（参加者登録証）が有効です。 

 

4. マスク（サージカルマスクなど）と手袋（使い捨てゴム手袋など）の使用 

（１） 大会でのマスクと使い捨て手袋の使用は、開催地の自治体や保健所の指針に従ってく

ださい。 
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（２） 十分な社会的距離の確保が得られない場合、ボランティア、役員、および選手と密接に

接触する他の参加者（例：登録/認定、ケータリング、計量）はサージカルマスクの使用

を強くお勧めします。 

（３） 距離をとることができない状態で対応する場合は、アクリル板などのシールドなどを使

用しても良いでしょう。そういったシールドの後ろでは人々はマスクなしで働いても良い

かもしれません（地域のガイドラインで許可されている場合）。 

（４） 複数の人が同じものを触るような場所では（レーンナンバーやデッドウェイトの配布の受

付業務など）使い捨てゴム手袋を使うことが必要です。そして定期的に交換してくださ

い。 

（５） 選手とスタッフは、競技会以外の活動中はマスクを着用することを推奨します。 

使い捨てゴム手袋とサージカルマスクを着用している場合でも消毒は必要です。大会

主催者は、マスクの適切な使用方法をすべての人に伝えてください。暑熱環境でのマ

スク着用は熱中症のリスクを高める可能性があるので注意が必要です。詳細につ

いては、参考資料 2 を参照してください。  

（６） 大会主催者はボランティアを含む大会スタッフに対して、十分なマスクと使い捨てゴム

手袋を提供する責任があります。他のすべての参加者は、自分のマスクや手袋を持っ

てくる必要があります 

 

5. 大会主催者への医療規定と推奨事項 

概要および組織対応 

（１） 緊急時の決定を下すための対策本部を予め設置してください。 

（２） 感染症対応を含めた危機管理、医療体制マニュアルを準備してください。 

（３） 財務関連のシミュレーションが必要です。 

 

大会主催者の COVID-19 対応計画 

（１） 大会主催者は、本ガイドラインと地域の保健所や自治体等の指針に基づいて作成し

た大会独自の医療、衛生計画を作成する必要があります。計画には感染防止の規定

と大会で COVID-19 感染疑いまたは確定例が発生したときの対応について明確に記

載が必要です。参考資料 3.のチェックリストを参考にしてください。 

（２） 大会の医療責任者はすべての医療行為に責任を持ち、大会主催者の主要メンバーと

なります。大会の医療責任者は医師であり、大会中は会場に立ち会い、それ以外の時

間帯は連絡可能でなければなりません。医療責任者の代理人もまた医師であり、医療

責任者が不在の場合には、しっかり申し送りがされ職務が滞らないようにする必要が

あります。 

（３） 大会の医療責任者は後方病院との連絡方法、待機医師のオンコール体制や救急搬

送手順の連絡プロトコールに基づいて地域の保健所や医療機関と連携をとる必要が
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あります。プロトコールでは、特に COVID-19 に感染した疑いのある患者の隔離および

移送方法を明確にする必要があります。 

（４） 大会主催者は、レガッタで COVID-19 の陽性事例が発生した場合に患者のすべての

接触先を追跡できるようなシステムを考えておく必要があります。たとえば観客に感染

者が出た場合は観客席の位置が特定できるよう工夫が必要です。 

（５） 健康調査の対応、トリアージや COVID-19 疑い症例の検査依頼に対応可能な医療ス

タッフ等も含め、現場の医療関係者を増やす必要があります。ゴール後に倒れこんだ

選手の対応では適切な防護体制（マスク、フェイスシールド、ゴーグル、使い捨てゴム

手袋など）を整えたスタッフが対応する必要があります。 

（６） 大会医療本部には、社会的距離の確保またはシールドされた治療場所、十分な換気、

温水・冷水の手洗い場所、およびサージカルマスク、使い捨てゴム手袋、保護衣など

の PPE（個人用保護具）の適切な供給のため十分な広さが必要です。 

（７） 参加者の体温をチェックのために、体温計（非接触型など）を十分確保してください。 

 

衛生管理 

（１） すべての活動場所と提供する施設は、社会的距離の確保を考慮して編成する必要が

あります。 

（２） 各会場のテント/部屋の入り口に、アルコールの手指消毒剤を用意する必要がありま

す。窓が開く場合 1 時間に２回以上（1 回あたり 5 分程度）、窓を開け換気してくださ

い。 

（３） 食事場所や会議室に入るときは、入場時に手洗いが必須であり、必ず実施しなけれ

ばなりません。 

（４） すべての認定ゾーン（アスリートエリア、VIP、メディア、大会主催者のワークスペース）

には、手洗い設備を用意する必要があります。 

（５） 消毒用のふき取り布で会場の清掃スタッフは1日に数回すべての領域の共有設備（受

付、計量場所の設備・器具 ・ドアノブ、電気のスイッチ、手すり、エレベーターのボタン、

ゴミ箱、電話、 共有のテーブル・椅子など）について洗浄・消毒を行ってください。清掃

スタッフは、マスクや手袋を着用し、作業後に手洗いを徹底してください。 

※設備の消毒は、0.05％次亜塩素酸ナトリウム液や 70％～80％のエタノールなど、

当該設備に最適な消毒薬を用いてください。なお、次亜塩素酸ナトリウムは、金属部

分及び人体には使用できません。  ※0.05％次亜塩素酸ナトリウム液は、家庭用塩素

系漂白剤を水で 100 倍に希釈したものが相当します。 

（６） トイレ ・便器は通常の清掃で問題ありませんが、不特定多数が使用する場所は、

0.1％の次亜塩素酸ナトリウム溶液で清拭消毒を行ってください。 トイレに蓋がある場

合、蓋を閉めてから汚物を流すよう表示します。 ハンドドライヤーは利用を止め、共通

のタオルは禁止し、ペーパータオルを設置するか、使用者に個人用タオルを持参して

もらってください。 ※0.1％次亜塩素酸ナトリウム液は、家庭用塩素系漂白剤を水で 

50 倍に希釈したものが相当します。 

（７） 部屋のドアは可能な限り開けたままにする必要があります。開けていない場合は、ボ
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ランティアが開閉をして、ドアのハンドルに触れる人の数を減らしてください。 

（８） すべての部屋で衛生材料（ティッシュ、タオル、生理用品など）を安全に廃棄するため

の密閉容器を用意してください。ゴミはこまめに回収し、鼻水や唾液などがついたゴミ

がある場合はビニール袋に密閉してください。 

（９） 会場のゴミ箱を撤去し、ゴミは各自持ち帰るように事前にアナウンスしてください。 

 

COVID-19 が疑われるケースの規定 

（１） 大会主催者は、対応計画の一部として、COVID-19 の疑いがあるまたは診断された個

人のケアと隔離の手順を地域の保健機関と決めておく必要があります。 

（２） 競技会場の医療施設内にCOVID-19が疑われる人を評価できる隔離エリアを設置し、

トリアージをする必要があります。 

（３） 隔離エリアには、手指衛生と呼吸エチケットを促進するための必要な物資を備えてい

る必要があります。 

（４） 隔離エリアに入る医療スタッフは、フェイスマスク、使い捨てゴム手袋、ガウン等を含む

ガイドラインに従った装備する必要があります。これらの装備は予想される医療スタッ

フの人数と着替えることも考慮して数量と内容を医療責任者が決めてください。例えば

必要なマスクの種類（外科用または FFP2 / N95）、使い捨てゴム手袋の使用、および

防護服/ガウンの使用など。 

（５） 大会中に COVID-19 が疑われた場合、あるいは発症した場合には、定められたプロト

コールに従う必要があります。これには以下の項目を含みます。 

1. 隔離室または隔離区域で人を隔離する。 

2. 大会主催者医師に連絡する。 

3. 治療、検査、継続的な隔離、および陽性結果が出た場合の接触追跡を含む緊急

計画に従って行動する。 

（６） COVID-19 に感染した可能性のあるすべての関係者に状況をどのように通知するかを

決めたプロトコールを作成して共有する必要があります。 

（７） 深刻な流行が発生する可能性がある場合は、多数の人々を隔離できる場所を計画で

決めておく必要があります。 

 

6. 危機の情報伝達と認識 

（１） 大会プログラムやマニュアル、ソーシャルメディア、Web サイト等を通じて、すべての規

定がすべての参加者と観客に事前に明確に伝達されることが重要です。 

（２） 健康に関する注意事項は、レガッタ会場、会場施設と会場への順路などに目立つよう

に表示をしてください。注意事項には、手洗いに関するアドバイス、身体接触を最小限

に抑え、すべての人に高レベルの個人衛生と「咳エチケット」を思い出させ、奨励する

ことを含めてください。 



14 

 

（３） 会場アナウンスでも適宜 COVID-19 対策のアナウンスを積極的にしてください。 

（４） 大会主催者は事前に COVID-19 の危機情報伝達戦略を策定する必要があります。大

会で COVID-19 陽性または陽性疑いのケースが発生すると、メディアに大きな注目を

集めソーシャルメディアで不正確、不必要な偽情報が拡散されるリスクがあります。 

（５） 大会主催者は、メディアの活動に関し外部情報伝達を管理する人物を任命する必要

があります。噂、虚偽の情報については、ソーシャルメディア、国内メディアなどの監視

をして、それらに早期に対応することをお勧めします。 

 

7. 大会参加者全員の行動 

（１） 以下の対策を講じることを推奨します。 

① 参加者の毎日の健康スクリーニング（検温）。  

② 選手、役員、観客、サポートスタッフの物理的な隔離。観客は国や自治体が要求す

る社会的距離の確保と大会のスクリーニング規則に従う必要があります。 

③ 大会関係者はマスクを着用することを推奨します。選手も、レース以外の活動中は

マスクを着用することを推奨します。 

④ 水のボトルやコップなど備品の共有は禁止するべきです。 

⑤ 大会参加予定者が具合悪くなった場合は、会場に来ないでオンラインまたは電話

で指定された連絡先に助言を求めてください。 

⑥ 疑い患者や確定患者のためのプロトコールに基づく感染予防と管理策、および詳

細情報を入手できるサイトについて、事前に全員に説明する必要があります。これ

は、代表者会議や日々の伝達事項ミーティングで再度確認する必要があります。 

⑦ 各チーム代表者の詳細な連絡先情報が組織委員会に提供される必要がありま

す。 

⑧ 65 歳以上の大会関係者または基礎疾患のある方（糖尿病、心不全、呼吸器疾患、

高血圧、透析を受けている者免疫抑制剤や抗がん剤等を用いている方など）は、

感染した場合に重症化する危険性が高いことを通知してください。そういった方は

より厳重な予防策を講じるか、参加しないことを勧める必要があります。 

 

8. 会場施設 

（１） すべての活動場所と提供する施設は、社会的距離の確保を考慮して編成する必要が

あります。 

（２） 各会場のテント/部屋の入り口に、アルコールの手指消毒剤を用意する必要がありま

す。 

（３） 食事場所や会議室に入るときは、入場時に手洗いが必須であり、必ず実施しなけれ

ばなりません。 

（４） すべての認定ゾーン（アスリートエリア、VIP、メディア、大会主催者のワークスペース）
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には、手洗い設備を用意する必要があります。 

（５） 消毒用のふき取り布で会場の清掃スタッフは 1 日に数回すべての領域（ドアノブ、トイ

レのハンドル、浴室の蛇口、テーブルの上、作業台など）を消毒してください。 

（６） 部屋のドアは可能な限り開けたままにする必要があります。開けていない場合は、ボ

ランティアが開閉をして、ドアのハンドルに触れる人の数を減らしてください。 

（７） すべての部屋で衛生材料（ティッシュ、タオル、生理用品など）を安全に廃棄するため

の密閉容器を用意してください。 

 

9. 参加者登録（accreditation;アクレディテーション） 

（１） 登録すべき参加者数は、参加人数の規制を定める地域の保健機関のガイドラインや

要項に準じて制限する必要があります。 

（２） アクレディテーションエリア内に立ち入る人数を制限してください。立ち入る人は必要最

小限とし、人数を決定する際には競技場の広さに応じて社会的距離の確保を考慮す

る必要があります。 

（３） COVID-19 に関する予防的処置に従わなかった場合、その人たちの参加登録証は破

棄され、会場からの追放が促されます。 

 

10. 社交行事 

（１） 多人数の集合を最小限に抑えるために、開会式や閉会式、その他の社交行事を計画

しないことをお勧めします。 

（２） 他の小グループでの活動はリスクを評価の上で決めてください。 

（３） 応援団、チアリーディングなどの活動は禁止します。 

 

11. 大会主催者スタッフおよびボランティア 

（１） 大会主催者スタッフおよびボランティアのミーティング、打ち合わせの規模は必要最小

限にしてください。 

（２） ボランティアの研修・リハーサルは可能な限りオンラインで実施してください。会場で研

修・リハーサルを行う場合には社会的距離の確保を考慮してください。 

（３） 業務条件は地域の保健機関の勧告を遵守してください。 

• 

12. 観客エリア 

（１） 観客がいる場所では、社会的距離を確保する必要があります。この観点から、観客が

レースを複数の場所から観戦できるように会場をレイアウトすることをお勧めします。 

（２） 会場内の移動の流れはすべて一方向でなければなりません。観客が通路の狭い部分

に立ちどまらないようにしてください。会場への入場時には観客がマスクを使用する必

要があります。 
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（３） 観覧席がある場合は、座席間に 1.5m の距離（またはその地域で要求される距離）を設

ける必要があります。観客は観戦中常に適切にマスクを着用する必要があります（現

地の規制が本ガイドラインの推奨事項に優先して適用されます）。 

 

13. 広報・メディア 

（１） メディア関係者の登録は社会的距離の確保を考慮して制限してください。 

（２） 広報カメラマンの登録についても社会的距離の確保を考慮して制限してください。 

（３） メディア関係者に対して他の参加者と同様に健康スクリーニングを実施してください。 

（４） メディア関係者、広報カメラマンの活動のためのミックス・ゾーンを設けず、選手がレー

ス後シャワーを浴びてから個別にアポイントを取って実施してください。これは関係者

どうしの接触を制限するためです。具体的方法は広報委員会が適宜調整します。 

 

14. 審判 

（１） 社会的距離が確保できない状況（審判艇やフィニッシュタワーなど）では、要員の移動

/入れ替えを制限する必要があります。たとえば、同じ「チーム」の人々が同じエリアで

仕事をするようにしてください。 

（２） すべてのエリア（審判艇/モーターボートおよびレガッタ施設を含む）は、1 日の終わり

に完全に清掃および消毒する必要があります。 

 

15. 各参加団体への注意事項 

（１） 移動について 

 参加団体は必要なサポートスタッフのみ派遣することを心掛け、移動人数を必要最

小限としてください 

（２） 宿泊、合宿施設（艇庫） 

宿泊のプランや合宿施設の利用規定は地域の保健機関の指針を遵守してください。

宿泊中は社会的距離の確保に関する指導を遵守してください。 

 原則として個室（近隣市町村の宿泊施設でも可） 

 家族等 普段 生活している人以外との相部屋の場合は、 相手の同意を得ること 

 寝具の配置の工夫 

 感染対策（換気、手洗い、消毒など） 

 部屋を渡り歩かない 

 食事の際の座席、黙食、宴会の禁止 

（３） 代表者会議、伝達事項ミーティング 

 監督主将会議などのミーティングや組み合わせ抽選などで物理的に集合することを

避けてください。グループ間の接触を避けるためです。 

 組み合わせ抽選はオンラインで実施してください。 
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 代表者会議などのミーティングで必要な資料は紙媒体を配布せず、メール送信やウ

ェブ上で掲載するようにしてください。 

（４） 参加登録 

 12 頁の「9.参加者登録」を参照してください。 

 各チームの ID カード（参加者登録証）の受け取りや参加者全員の登録については、

各参加団体は代表者 1 名のみが受付をしてください。 

（５） 選手エリア；休憩場所、ウォームアップエリア 

 各参加団体は各々が定めた場所で使用するテントや備品について責任をもって清掃

と消毒を実施してください。 

 大会主催者は指定した休憩エリアやウォームアップエリアの清掃、消毒を実施してく

ださい。 

 選手エリアの配置については社会的距離の確保の条件を満たすことが必要です。 

 大会主催者は選手エリアの備品の清掃のために除菌シートを用意し、清掃状態を監

視してください。 

 

16. 表彰式 

（１） メダル授与式の開催の必要性は慎重に検討されなければなりません。表彰式の形式

は、地元の保健当局の要求度と指針を考慮に入れて会場において最終決定します。 

（２） オプション A：通常どおり開催される表彰式（リスクカテゴリは低またはなし） 

① 各種目の表彰式は、その種目の決勝 A の後に、通常どおり開催されます。 

② メダル授与者は、マスクと使い捨て手袋を着用する必要があり、メダルを首にかける

のではなく、選手に手渡します。 

③ 表彰式の式典全体を通じて、可能な限り社会的距離の確保に関する規制を遵守す

る必要があります。 

（３） オプション B：レース終了時に行われる表彰式 

① レガッタのすべての決勝 A 終了後、表彰式は 1 つの式として一緒に開催されます。 

② 選手は決勝 A を終え、艇を降りて表彰式の前にシャワーを浴びて準備をする時間が

あります。 

③ 表彰式エリアは「一方向」のシステムを運用し、選手は式典の前にステージに上がり

ます。 

④ メダル授与者だけが、メダリストに加えて表彰式の参加を許可されます。 

⑤ メダル授与者は、選手と握手したり、メダルを首にかけたりしてはなりません。 

⑥ セレモニーに参加するボランティアは 1 人だけで、選手ごとに別々のトレイにメダル

を準備します。ボランティアは使い捨てゴム手袋とマスクを着用することを強くお勧

めします。 

⑦ ボランティアは、表彰式の合間にトレイを消毒する必要があります。 
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⑧ 混合ゾーンと表彰式の待合室で使用された水ボトルは、すぐにカバー付きのゴミ箱

に捨てる必要があります。 

（４） オプション C：レガッタで開催される表彰式なし 

① レガッタでの表彰式は行われません。 

② チーム代表者は、決勝Aに続いて、会場の登録/認定デスクからメダルを獲得したク

ルーのメダルを取りに行くことができます。 
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1. 厚生労働省「新型コロナウイルス感染症対策の基本的対処方針」（2020年５月２５日） 

https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/000633501.pdf 

 

2. 厚生労働省「新しい生活様式」における熱中症予防行動のポイントをまとめました（新型

コロナウイルス感染症） 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000121431_coronanettyuu.html 

 

3. スポーツ庁 スポーツ関係の新型コロナウイルス感染拡大予防ガイドラインについて  

https://www.mext.go.jp/sports/b_menu/sports/mcatetop01/list/detail/jsa_00021.html 
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III. 付表および関連資料 

付属資料１：大会前健康調査質問票 

名前：  

所属：  

イベント中の滞在場所：  

電話番号：  

電子メールアドレス：  

過去14日間に訪問した国：  

 

質問：過去14日以内に、あなたは… 

 はい いいえ

コロナウイルスCOVID-19と診断された人と密接に接触しましたか？   

COVID-19患者に直接ケアを提供しましたか？   

コロナウイルス疾患COVID-19を患っている患者がいる閉じた環境を訪問

または滞在しましたか？ 

  

COVID-19患者と同じ教室環境を共有して、非常に近接して共同作業しまし

たか？ 

  

COVID-19患者となんらかの移動手段で一緒に旅行しましたか？   

COVID-19患者と同じ世帯に住んでいますか？   

隔離されていましたか？   

PCR検査で陽性とされたことがありますか？   

現在および過去14日間に、次の症状のいずれかが発生しました。   

o発熱 

o咳 

o疲労 

o呼吸困難 

o筋肉痛 

o喉の痛み 

o胸の痛み 

o鼻水・鼻づまり 

o頭痛 

o悪寒 

o吐き気/嘔吐 

o下痢 

o無嗅覚症/味覚異常 

oしもやけ様症状 
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付属資料2：体調チェック表 

 

 

 

検温時間 体温 全て無 倦怠感 咳 喉の違和感
嗅覚・味覚
の異常

その他の
症状

／ 日 ： ℃ ☐ ☐ ☐ ☐ ☐ ☐

／ 月 ： ℃ ☐ ☐ ☐ ☐ ☐ ☐

／ 火 ： ℃ ☐ ☐ ☐ ☐ ☐ ☐

／ 水 ： ℃ ☐ ☐ ☐ ☐ ☐ ☐

／ 木 ： ℃ ☐ ☐ ☐ ☐ ☐ ☐

／ 金 ： ℃ ☐ ☐ ☐ ☐ ☐ ☐

／ 土 ： ℃ ☐ ☐ ☐ ☐ ☐ ☐

／ 日 ： ℃ ☐ ☐ ☐ ☐ ☐ ☐

／ 月 ： ℃ ☐ ☐ ☐ ☐ ☐ ☐

／ 火 ： ℃ ☐ ☐ ☐ ☐ ☐ ☐

／ 水 ： ℃ ☐ ☐ ☐ ☐ ☐ ☐

／ 木 ： ℃ ☐ ☐ ☐ ☐ ☐ ☐

／ 金 ： ℃ ☐ ☐ ☐ ☐ ☐ ☐

／ 土 ： ℃ ☐ ☐ ☐ ☐ ☐ ☐

／ 日 ： ℃ ☐ ☐ ☐ ☐ ☐ ☐

／ 月 ： ℃ ☐ ☐ ☐ ☐ ☐ ☐

／ 火 ： ℃ ☐ ☐ ☐ ☐ ☐ ☐

／ 水 ： ℃ ☐ ☐ ☐ ☐ ☐ ☐

／ 木 ： ℃ ☐ ☐ ☐ ☐ ☐ ☐

／ 金 ： ℃ ☐ ☐ ☐ ☐ ☐ ☐

／ 土 ： ℃ ☐ ☐ ☐ ☐ ☐ ☐

体調チェック表

氏名　　　　　　　　　　.

・このチェック表は、ボート大会の２週間前から終了後1週間までの健康状態を管理するものです。

・症状の有無を記入してください。また、症状がある場合、もしくは体温が３７．５℃以上ある場合

は、速やかに団体の医療スタッフへ連絡し指示を仰いでください。

日付


